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九
月
定
例
会
は
、
九
月
五
日
か
ら
十
三
日
ま
で
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一

般
質
問
（
十
ジ
　
ペ
ー

〜
十
九
ジ
　
ペ
ー

に
掲
載
）
に
は
十
二
人
が
登
壇
し
、
産
業
振
興
策
や
漁
業
廃
棄

物
対
策
、
教
育
行
政
な
ど
幅
広
く
町
政
に
つ
い
て
質
問
。
総
額
百
三
十
三
億
円
を
超
え
る

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
平
成
十
七
年
度
決
算
認
定
案
は
決
算
特
別
委
員
会
の
集
中
審
議

の
結
果
す
べ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
改
正
、

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
や
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
が
提

案
さ
れ
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
採
択
さ
れ
た
請
願

に
伴
う
議
員
発
議
の
意
見
書
な
ど
を
可
決
し
、
九
日
間
の
会
期
を
閉
じ
ま
し
た
。

職
員
の
勤
務
時
間
を
今
ま
で

よ
り
十
五
分
延
長
し
、
午
後
五

時
三
十
分
ま
で
と
す
る
「
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

に
関
す
る
条
例
」
の
改
正
案
が

提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
る
勤
務
時
間

の
変
更
は
十
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
。

本
町
の
職
員
の
勤
務
時
間
は
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
一
日
八
時
間
と

定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で

午
後
零
時
か
ら
零
時
十
五
分
ま

で
の
十
五
分
間
、
午
後
三
時
か

ら
三
時
十
五
分
ま
で
の
十
五
分

間
の
計
三
十
分
間
は
有
給
の
休

息
時
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

国
で
は
、
民
間
に
は
有
給
の

休
息
時
間
制
度
が
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
制
度
を
廃
止
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
町
で
も
休
息

時
間
制
度
を
廃
止
し
、
正
午
か

ら
午
後
一
時
ま
で
の
一
時
間
を

休
憩
時
間
（
無
給
）
と
し
、
勤

務
時
間
を
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
と
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
に

伴
い
役
場
の
窓
口
も
午
後
八
時

三
十
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
日
八
時
間
の
勤
務

時
間
に
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

町民体育祭での応援合戦の様子（轟木地区）

10
月
１
日
か
ら
５
時
30
分
ま
で

■健康保険法の改正に伴う関係条例を整理する条例
健康保険法の改正により、「山田町乳幼児、妊産婦及

び重度心身障害者医療費給付条例」「山田町社会福祉憲
章条例」「山田町福祉医療資金貸付基金条例」の一部改
正がなされました。
■職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改
正する条例
国の例に準じて、職員の勤務時間が「午前８時30分か

ら午後５時30分まで」に見直しされました。
■山田町国民健康保険条例の一部を改正する条例

出産育児一時金の額が、現行30万円から35万円に引き
上げられました。

条 例 関 係

■一般会計補正予算（第２号）
7,567万円を追加。総額66億2,000万円。

■国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）
１億3,955万円を追加。総額25億4,054万円。

■介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）
3,395万円を追加。総額12億8,373万円。

■漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第１号）
192万円を追加。総額１億5,022万円。

■公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
345万円を減額。総額３億7,385万円。

■水道事業会計補正予算（第１号）
127万円を追加。総額２億6,967万円。

■平成17年度決算
総額133億9,590万円に及ぶ一般会計と特別会計の決算

が認定されました。

予 算 関 係

■岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更
岩手県市町村総合事務組合規約の一部を変更。

■土地（財産）の取得
町道「田の浜・小谷鳥線」の道路用地として土地を取

得しました。（12,225.29㎡）

そ の 他 議 案

■固定資産評価審査委員会委員の
選任同意
９月26日に任期満了となる町固

定資産評価審査委員会の委員に、
鈴木正通さん（66）＝飯岡＝（再任）
を選任することが決まりました。
任期は向こう３年間です。

人 事 案 件

■「放射能を海に流さないこと」とする法律、放射能海洋
放出規制法（仮称）の法律制定を求める請願
［請願者］ 豊かな三陸の海を守る会　会長　田村　剛一
［審議の結果］ 原案採択

請 　 　 願
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一
般
会
計
に
七
千
五
百
六
十

七
万
円
を
追
加
す
る
な
ど
、
十

八
年
度
の
補
正
予
算
六
件
が
提

案
さ
れ
審
議
の
結
果
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
一
般
会
計
の
補
正
は
、

当
初
予
算
で
見
込
み
切
れ
な

か
っ
た
扶
助
費
な
ど
の
増
額
、

道
路
施
設
や
教
育
施
設
の
補
修

費
の
増
額
、
普
通
交
付
税
確
定

に
伴
う
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

と
減
債
基
金
繰
入
金
の
減
額
な

ど
が
骨
子
で
、
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
地
方
交
付
税
…
二
億
四
千
四

百
四
十
四
万
円
の
増

▽
民
生
費
国
庫
補
助
金
…
二
百

七
十
四
万
円
の
増

▽
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
…
一

億
円
の
減

▽
減
債
基
金
繰
入
金
…
二
億
五

千
万
円
の
減

▽
子
育
て
支
援
事
業
費
…
六
百

七
十
二
万
円
の
増

▽
道
路
維
持
費
…
五
百
万
円
の

増
▽
土
地
区
画
整
理
費
…
九
百
六

十
万
円
の
増

▽
学
校
管
理
費
（
小
学
校
費
）

…
六
百
六
十
二
万
円
の
増

出
産
育
児
一
時
金
を

35
万
円
に
引
き
上
げ

出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
現

行
三
十
万
円
か
ら
三
十
五
万
円

と
す
る
国
民
健
康
保
険
条
例
の

改
正
案
が
提
案
さ
れ
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は
、

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
増

額
す
る
も
の
で
、
十
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

能
を
海
に
流
さ
な
い
こ
と
」
と

す
る
法
律
の
制
定
▽
本
県
沿
岸

「『
放
射
能
を
海
に
流

さ
な
い
こ
と
』
と
す
る

法
律
、
放
射
能
海
洋
放

出
規
制
法
（
仮
称
）
の

法
律
制
定
を
求
め
る
意

見
書
」
が
議
員
発
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

青
森
県
六
ケ
所
村
に
建

設
さ
れ
た
核
燃
料
再
処

理
工
場
よ
り
排
出
さ
れ

る
放
射
能
廃
液
か
ら
、

三
陸
の
海
と
沿
岸
住
民

の
食
の
安
全
と
健
康
を

守
る
た
め
、
▽
「
放
射

で
も
青
森
県
同
様
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
実
施
と
結
果
の
公
表
│

を
求
め
る
も
の
で
す
。
そ
の
後
、

意
見
書
は
政
府
関
係
機
関
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
　
◇
　
◇
　
◇

下
水
道
工
事
の
請
負

契
約
を
原
案
可
決

第
一
回
臨
時
会
が
八
月
七
日

開
か
れ
、
公
共
下
水
道
山
田
管

渠き
ょ

布
設
工
事
の
請
負
契
約
締
結

に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
契
約
金
額
は
一
億
四

千
三
百
八
十
五
万
円
で
工
事
施

行
延
長
は
六
百
六
十
六
�
で
す
。

鈴木正
まさ

通
みち

さん

第
１
回
臨
時
会


